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朝
日
大
学
か
ら
の
報
告

ウ
エ
ス
タ
ン
ケ
ー
プ
大
か
ら
招
へ
い

医
療
・
介
護
分
野
へ
の
Ａ
Ｉ
活
用

今
年
３
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
、
朝
日
大
学
歯
学

部
お
よ
び
保
健
医
療
学
部
看
護
学
科
は
、
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の

ウ
エ
ス
タ
ン
ケ
ー
プ
大
学
（
Ｕ
Ｗ
Ｃ
）
か
ら
歯
学
部

生
５
名
、
地
域
保
健
学
部
看
護
学
科
生
５
名
、
教
職

員
３
名
の
計
13
名
を
受
け
入
れ
、
６
日
間
に
わ
た
る

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
交
流
経
験
を
経
て
、
招
へ
い
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
本
学
に
と
っ
て
初
め
て
の
Ｕ
Ｗ
Ｃ
か
ら
の

学
生
受
入
れ
と
な
り
ま
す
。
「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
医
療
・

介
護
分
野
へ
の
活
用
や
可
能
性
を
探
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た
画
像
診
断
の
紹

介
や
体
験
な
ど
、
日
本
の
最
先
端
医
療
に
触
れ
、
歯

科
医
療
技
術
と
公
衆
衛
生
分
野
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

研
修
で
は
、
本
学
で
の
講
義
・
実
習
の
受
講
、
併

設
医
療
機
関
の
訪
問
を
実
施
し
た
ほ
か
、
医
療
関
連

サ
ー
ビ
ス
企
業
を
訪
問
し
、
医
療
材
料
の
物
品
管
理

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
関
市
長
、
駐
日
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
大
使
館
を
訪
問
し
、
日
本
で
の
研
修
内
容
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
異
文
化
体
験
で
は
、
関
市
で
刃

物
伝
統
を
体
感
し
、
日
本
刀
鍛
錬
の
技
や
、
居
合
斬

り
、
刃
製
造
過
程
の
展
示
物
な
ど
を
見
学
し
、
日
本

が
誇
る
関
市
の
伝
統
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

以
下
、
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
朝
日
大
学
で
講
義
、
実
習
を
受
講

Ｕ
Ｗ
Ｃ
歯
学
部
生
は
、
本
学
歯
学
部
の
勝
又
教
授

に
よ
る
「
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画
像
診
断
」
の
実
習
、
本

学
歯
学
部
の
二
階
堂
教
授
に
よ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
実
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

Ｕ
Ｗ
Ｃ
看
護
学
科
生
は
、
本
学
保
健
医
療
学
部
看
護

学
科
の
岡
村
教
授
に
よ
る
高
齢
者
体
験
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

■
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
見
学

医
療
材
料
の
物
品
管
理
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
を

扱
う
エ
ム
・
シ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
を
訪
問
。
先
進

的
な
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
医
療
機
関
の
在
庫

を
最
適
化
し
、
必
要
な
医
材
を
、
医
療
機
関
の
必
要

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
362
回

＝
特
別
連
載
＝

朝日大学正門玄関前で招へい者らと（岐阜県瑞穂市）

大友	克之
（朝日大学学長）
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な
場
所
へ
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
付
し
て
必
要
な
数
だ
け

直
接
届
け
る
と
い
う
作
業
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

■
駐
日
南
ア
大
使
館
訪
問

本
学
と
駐
日
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
大
使
館
は
、
２

０
１
２
年
か
ら
積
極
的
に
交
流
を
続
け
て
お
り
、
南

ア
大
使
館
の
紹
介
で
、
Ｕ
Ｗ
Ｃ
歯
学
部
と
学
術
交
流

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
Ｕ
Ｗ
Ｃ
学
生

を
招
へ
い
し
た
こ
と
か
ら
、
駐
日
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
大
使
を
表
敬
訪
問
し
、
今
回
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研
修
意
義
と
、
歯
科
・
看
護

分
野
に
お
け
る
両
大
学
の
教
育
的
役
割
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ン
ゴ
ニ
ャ
マ
大
使
か
ら
は
、
両
大
学

お
よ
び
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
と
の
継
続
的
な
交
流
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
と
て
も
有
益
で
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
気
に
入
っ

た
の
で
、
今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
」

「
南
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
医
療
や
文
化
の
違
い
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

「
こ
の
経
験
は
、
私
の
視
野
と
知
識
を
広
げ
て
く
れ

た
の
で
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
い
か

に
効
率
的
な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、
病
気
を
簡

単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
、
多
く
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
と

て
も
組
織
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
が
臨
床
、
文
化
、
環
境
の
面
で

非
常
に
有
益
で
し
た
。
日
本
の
医
療
と
歯
科
医
療
の

水
準
は
感
動
的
で
、
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
姿
勢
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
」

本
受
入
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

蔓
延
後
、
初
の
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
の
受
入
れ

と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
多
大
な
る
ご
指
導
、
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
今
後
の
展
望
、
後
日
談

今
回
、
招
へ
い
教
員
・
学
生
に
最
新
鋭
の
機
器
や

医
療
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
、
日
本
の
技
術
へ
の
関
心

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
企
業
か
ら
の
理

解
・
協
力
を
得
て
、
産
学
連
携
を
通
じ
て
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
し
、
教
職
員
一

同
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
南
ア
大
使
館
訪
問
時
、
科
学
技
術
公
使
か

ら
、
日
本
と
南
ア
フ
リ
カ
と
で
、
歯
学
お
よ
び
看
護

学
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
提
案
が
あ
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

加
え
て
、
本
学
学
生
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
こ
と
に
よ
り
、
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
学
生
の
国
際
性
の
涵
養
に

大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
南
ア
フ
リ
カ
と
日
本
は
生

活
様
式
も
価
値
観
も
異
な
る
た
め
、
今
回
携
わ
っ
た

学
生
は
も
ち
ろ
ん
教
員
に
も
日
本
や
自
分
自
身
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
を

与
え
、
多
様
性
が
求

め
ら
れ
る
社
会
に
お

い
て
、
意
識
の
変
化

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
Ｕ
Ｗ
Ｃ
と

の
交
流
は
、
客
員
研

究
員
や
学
生
の
受
入

れ
の
み
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
本
交

流
を
通
じ
て
学
生
間

交
流
が
活
発
化
す
る

こ
と
で
、
本
学
学
生

の
派
遣
、
や
が
て
は

双
方
か
ら
研
究
留
学

生
の
誕
生
お
よ
び
共

同
研
究
の
実
施
へ
と

広
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

朝
日
大
学
は
、
今

後
も
建
学
の
精
神
に

掲
げ
る
国
際
化
を
さ

ら
に
推
進
し
、
世
界

に
お
け
る
医
学
・
歯

学
領
域
の
技
術
革
新

に
貢
献
し
、
本
事
業

を
通
じ
て
両
国
の
発

展
に
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

人型患者ロボット「シムロイド」を用いた実習 高齢者体験実習

都内の駐日南アフリカ共和国大使館を訪問（前列中央は著者の大友学長）




